








































て伝えられ、 蓄積され、 発展してきました。 私たちは 「高い文化」「高い文明」と言いま が 言語が ければここまで発展してこなかっただろうと思います。言語 所有は人間と他の動物とを区別する最大の特徴の一つだと言ってもよいと思い す。　
人間が創造したものの中で、言語ほど緻密で繊細で複雑で、人








化に対応していく中で、 絶え間ない創造と改良を積み重ねました。アフリカで生まれた最初の人間が世界中に広がっていく。住む場所も気候もいろいろと違う中 適応していくわけです。世界中に拡散している生物の中で、人間は 遺伝学的な変種が一番小さいのです。環境に適応していくなかで遺伝的な性質 ないで適応している それがなぜ可能か い と、文化によって適応していくことをしているわけです。　
個人に発生した工夫と変化が一回限りのものに終わることもあ












いが生まれ、 長い間に文化の地域的な変種が形成されていきます。広い地域を移動して ると、広い範囲の中で共通性が共有されるのですが、定住してくると移動の制限が出てきますので、地域ごとの変種がより強くなっ くのだろう 思います。　
言語にも同様の地域的な変種が生まれます。近接する地域の言
語差は小さい 遠く隔 られるほどに言語差は大 くなります。隣り合っていても高い山、海、川などによって言語差ができることもあ ますし、国境や社会的あるいは政治的な境界が言語差を大きくすることもあります。　
地域内の文化的・言語的な同一性は構成員をつなぐ絆となりま
すし、 地域的アイデンティティを形成 る重要な要素 なります。違うことばを話す人、違う文化を持って る人たちに対し、 「あの人たちと私たちは違う」 と言って身内の意識が りますが、言語はそのような地域的アイデンティティを形成する重要 要素です。　
日本における文化と言語の地域差もあります。日本は亜寒帯か
















島を仙台市と重ねます。 そうすると沖縄島の那覇は長野県あたり、宮古 は京都と大阪の境目あたり、一番西の与那国島 岡山 と広島県の境目あたりに及ぶ広い範囲にあ わけです。　
琉球列島の両端の方言では会話が成り立たないほどの言語差が































kfː 」 （作る） という動詞は、
k と














配的になり、文化や言語に「こっちが良い」 、 「こっちが悪い」という優劣をつけ 暴力的ともいえる圧倒的な力によって、マジョリティの文化と言語への置き換えが短期間に起きた結果で 。　
同じことが日本でも起きました。性急な西洋化と近代 と都市






























す。あるおばあちゃんの八五歳のお祝いを、沖縄では「トゥシビー」というのですが、そのトゥシビーのお祝いで孫がエイサーをしたのです。そうすると おばあちゃんが自分のお祝いにーを と言って怒って帰ってしまって 孫と口をきかなくなった。なぜかと言いますと、エイサーは祖先や死者を慰める芸能なんです 孫は伝統的な芸能だから良かれと思 やっ のです。ところが孫は歌詞の意味もエイサーの意味もわからないま やってしまったわけです。エイサーの意味や本質を知ら で。　
文化の継承というものが表層的な、表面的なも に留まってい











と、沖縄の季節変化は、週めくりのカレンダーをめくるようなゆっくりした変化です。沖縄の季節ごとに鳴く蝉の声、鳥の声、あるいは季節、季節に咲く花、花 色があります。しかしそういうことをまったく勉強しないまま 桜前線 どうの、紅葉がどうのとテレビでは見るので が、自分たちが住んでいる地域の自然表す言葉を知らない。地域の自然や自然感など 教育されていません。　
南北に長い日本。北と南、太平洋側と日本海側、沿岸部と内陸






























ケー」です。 「真夏の日中は暑いので、太陽を萎えさせてから畑に行きなさい」 。 「マフックァ」というのは、真夏 昼間のムッとするような暑い状態を言うのですが、この単語も標準語に翻訳しにくいのですが、面白いのは「ティーダ
　
ネーラスン（太陽を萎





























の編纂が必要です。標準語の対訳が載っているだけではなくて、いろいろな表現や例文を載せて、そこに込められているいろいろなことを記述する必要が 文法書も形式や標準語の対訳だけが載っているだけでなく、さ ざまな意味と用法とそれぞれの使い分けを記述す 必要があります。　
そのことによって、かつて傷付 られ失われた自信と誇りを取
り戻し、活力ある文化や言語として活性化 せ、オリジナルな新しい文化や言語表現を創造するこ が きるのだと思います。　
たとえば与那国島の若い人たちが『ハリー・ポッター』の与那







方言は痕跡も残さず消えて る可能性があるわけです。ある島の人たちから「どうして私たちの島の方言は残っていないの？」ときかれ、 「研 調査していな からです」という状況にならないよう、 できるだけたくさんの方言を記録したいと思っています。
